
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県大河原教育事務所 

令和７年度 

地域学校協働活動 

実践事例集 



 発刊にあたって  

 

現代社会の急激な変化の中で、子供たちに「生きる力」を育むためには、学校教育だ

けでなく地域社会全体で成長を支える環境が不可欠です。文部科学省は、学校と地域が

対等なパートナーとして目標を共有し、相互に協力し合う「地域学校協働活動」を、持

続可能な社会づくりの基盤として推進しています。 

この活動は、放課後や休日の学習支援、登下校の見守り、伝統文化の継承など、多様

な参画を通じて子供たちの自己有用感を高めるとともに、教員の業務負担軽減や地域の

絆の再構築にも大きく寄与します。単なる「学校への支援」に留まらず、学校を核とし

た「地域づくり」を進めるものであり、地域住民が主体的に関わることで、地域課題の

解決にもつながる意義深い取組です。 

 本県におきましては、令和６年３月に改訂された「第２期宮城県教育振興基本計画～

志を育み、明るい未来の創造へ～」において、「学校・家庭・地域が連携・協働して子

供を育てる環境づくり」を重点的な基本方向に据え、「みやぎの協働教育」をさらに進

化させてきました。子供たちが地域社会の中で多様な大人と触れ合い、ふるさと宮城へ

の誇りと愛情を深めることは、まさに本計画の目指す姿に直結するものです。学校と地

域が目標を共有し、双方向で連携・協働する取組は、子供たちの豊かな人間性や社会性

を育むだけでなく、教職員が地域と課題を分かち合うことで、教育活動の質的向上と持

続可能な運営を支える力となっています。 

このような中、大河原管内２市７町教育委員会と仙南地域広域行政事務組合教育委員

会、管内各小・中学校の皆様には、日頃より学校教育活動及び地域学校協働活動の推進に

多大なる御尽力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。また、各市町の確か

な実践を御紹介いただき、本冊子「地域学校協働活動実践事例集」を発刊できましたこと、

大変喜ばしく思います。 

この「地域学校協働活動実践事例集」には、各教育委員会が取り組んでいる事業実践

の事例や、各学校が実践している地域と連携した教育活動の様子を掲載しております。

多様な主体との連携による「新しいつながり」は、子供たちの学びのフィールドを地域

社会全体へと広げるものです。そして、地域と学校がパートナーとして手を取り合うこ

とで、誰もが当事者として輝けるウェルビーイングな社会の実現が、より確かなものに

なると確信しております。 

 結びに、本事例集の発刊に当たり、地域学校協働活動推進員やボランティアの皆様、

並びに各学校、教育委員会の関係各位に心より敬意と感謝を申し上げます。本冊子が、

各市町村における創意工夫に満ちた取組を共有する一助となり、次代を担う子供たちの

笑顔あふれる未来を、地域一丸となって創り上げていくための羅針盤となることを願い

まして、発刊の言葉といたします。 

 

令和８年３月   

                                          宮城県大河原教育事務所 

                                           所 長  鎌 田 雅 博 
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１ 今年度の事業への取組について 

白石市の地域学校協働活動では、家庭・学校・地域が相互に連携・協働し、地域全体で未来を担う

子供を育むことを目的とし事業を展開している。 

さらに、地域学校協働本部を中心に、地域の支援団体及び個人とのネットワークの拡充を図り、ふ

るさと「白石」に誇りを持ち、愛着の醸成ができるよう、より充実した支援に努めている。 

２ 地域学校協働本部について 

 令和 2年 7月に白石市地域学校協働本部を設立。 

 本部には、本部長、副本部長、統括コーディネーター、地域コーディネーター（4 名）、推進員（12名）

地域連携担当者（各学校 1名）を置き、ネットワークの充実を図っている。 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

しろいし家庭教育支援 

チーム主催事業 

「親の学びのプログラム」

出前講座 

しろいし家庭教育支援チーム「ペアレント

らん」が講師となり、小学校で行われる一

日入学説明会等の機会を活用し、未就学児

の保護者向けに、また中学生には家庭科の

授業の中で出前講座を実施した。 

・未就学児保護者対象 

テーマ「子供が小学校へ入学」 

・中学生対象 

テーマ「親になるということ 

～こんにちは！赤ちゃん～」 

実施校 5校 

○未就学児保護者対象 

・白石第一小学校 

・大鷹沢小学校 

・深谷小学校 

○中学生対象 

・白石中学校 

・小原小・中学校 

学ぶ土台づくり親の学び

研修会 

保育園の保護者を対象に、講師による講話

を実施した。 

※宮城県主催・市教委共催事業 

実施園 1園 

・白石みのり保育園 

子育て応援！ 

親子ふれあい教室 

保護者を対象にワークショップを開催。同

世代の子を持つ親同士の交流を図りなが

ら、子育ての不安や悩みを解消し、親の学

びにつながっている。 

会場：中央公民館 

回数：5 回 

対象：未就学児から小学

生とその保護者 

親子クッキング教室 

活動をとおして親子の愛着形成を促進し、

参加者同士の交流を育みながら、子育ての

仲間づくりを支援した。 

会場：中央公民館 

回数：4 回 

対象：年中から小学生と

その保護者 

家庭教育支援研修会 

家庭教育支援者を対象に、講師による講

話・ワークショップを実施。参加者同士の

交流を育みながら、人材育成と家庭教育の

推進を図った。 

会場：中央公民館 

期日：令和 8年 2月 13 日 

 

 

白 石 市 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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【親の学びのプログラム出前講座】 【子育て応援！親子ふれあい教室】 【親子クッキング教室】 

 

（２）地域活動支援 

事 業 名 内      容 備  考 

わんぱく教室 

体験学習などを通じて、青少年の健全育成を図るととも

に、個々の創造性や集団での協調性、自主性を養成し生

活力を身につける活動を行っている。今年度も地域の

方々の協力を得て、交流が深まる活動を行った。 
【通年開催】ジュニア･リーダーと遊ぼう・わんぱく農

業・食育教室・わんぱく大冒険キャンプ・わんぱく土器

づくり教室・わんぱく環境教室・わんぱくクリスマス会 

会場：中央公民館・

国立磐梯青少年交

流の家ほか 
対象：市内小学校 

5・6年生 

参加者：16 名 

第 48回 

こどもまつり 

野外活動・レクリエーション等を通して青少年の豊かな

人間形成と相互の親睦交流を図る。シャボン玉・ペット

ボトルボウリング・人形劇・丸太切り体験等の遊びコー

ナーあり。  

主催：白石市こども

まつり実行委員会・

白石市・白石市教育

委員会 

ジュニア・リーダー

研修及び派遣事業 

Ｊ・Ｌを対象に、子ども会の指導者としての知識や技術

の習得を目指す。各地区の子ども会や児童館等の要望に

応じゲームやレクダンス等を通しての青少年の健全育

成を図る。 

会場：中央公民館・

蔵王自然の家・各地

区子ども会等 

第 33回 

白石市生涯学習フェ

スティバル事業 

市民総参加による事業を通年にわたり積極的に展開し、

市民が生涯学習に接する機会を広く設け、「ひとづくり」

「まちづくり」の推進を目的として行う。 
白石城及び武家屋敷周辺に“白石を詠む”・新春囲碁・将

棋大会・公民館まつりほか 

主催：白石市生涯学

習フェスティバル

実行委員会 
会場：中央公民館・

ホワイトキューブ・

市内小中学校・白石

城・武家屋敷ほか 

「家庭の日」 

推進事業 

地域全体で家庭のもつ役割の重要性を再認識し、青少年

の健全育成と非行防止の啓発を図る。毎月第三日曜日を

「家庭の日」と定め推進。市内小中学生対象に絵画・ポ

スターを募集し作品展開催。入選作品で啓発ポスターを

作成。 

主催：生涯学習課・

青少年のための白

石市民会議 

 

【わんぱく農業･食育教室】  【わんぱく教室 大冒険ｷｬﾝﾌﾟ】 【ジュニア・リーダー派遣事業】           
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（３）学校教育支援 

事業名 内 容 備 考 

1 学校支援ボランティア

派遣 

（1）登下校安全指導 

 

（2）部活動等の指導 

（3）自然体験活動 

（4）防災活動 

（5）環境整備 

 

（6）図書・読み聞かせ 

 

 

 

（7）学習支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）地域理解 

 

 

 

 

 

 

（9）キャリア教育 

 

（10）行事 

 

（11）その他 

学校からの支援要請に応じて、ボランティア

を派遣する。 

通年から月１程度、登下校時に小中学校で実 

施（あいさつ運動含む） 

中学校で卓球等の指導 

登山 9小中学校・スキー11 小中学校 

地域の消防団と協働し、放水・消火器体験 

除草作業・校内清掃・ベルマーク整理・プ

ール清掃・危険箇所点検 

読み聞かせは、週 1から月１程度 

図書の整理から図書の案内・掲示等 

 

 

家庭科支援（調理実習等）・水泳の指導・絵

手紙・昔あそび支援（生活科）・アスリート

講話・実演 

 

英語活動支援・稲作体験活動・グランドゴ

ルフ指導 

着付け教室・福祉体験活動・ものづくり体

験活動・租税教室・デートＤＶ防止教室・

ころ柿づくり体験 

伝統文化体験（能楽堂での日本舞踊・茶

道） 

和太鼓活動・団七踊り・神楽指導・白石の

歴史魅力学習支援・講話 

 

地域探訪（逆さケヤキ）・工場見学 

白石和紙作り・講話・こけし絵付け体験 

職場体験前のマナーアップ講座・職業人講

話 

文化祭・運動会・クリスマス会・豆まき・

公園植栽活動支援等 

賞状の浄書等・職員研修 

 

 

白一小、越河小、大鷹沢 

小、深谷小、東中 

福岡中 

 

大鷹沢小等 

白一小、白二小、大平小、

白川小、東中 

白一小、白二小、福岡小 

越河小、大鷹沢小、白川

小、深谷小、小原小中、 

白石中 

白一小、白二小、大平小、 

大鷹沢小、白川小、深谷

小、南小中、白石中、小

原中 

可能な範囲で実施 

 

白一小、越河小、南小

中、白石中、東中 

 

全小学校 

 

白一小、白二小、大鷹沢

小、小原小、白石中、福

岡中 

大平小、南小中 

大鷹沢小、小原小中 

白石中、福岡中、東中 

 

第二幼稚園、小原小中、 

東中 

大平小、南小中 

2 職場体験関係 中学校職場体験学習に当たり、市内事業所

の受け入れ先リストの作成、新規の開拓、

当日の体験状況の巡視 

白石中、福岡中、東中、

小原中（2学年）  

南中（全学年） 

3 研修活動 

 

登山ボランティア研修会（蔵王大黒天～地

蔵岳） 

地域学校協働活動研修会 

 

期日：5月 31 日 

悪天候のため中止 

期日：12月 12 日 

参加者：40 名 

4 広報活動 広報誌「清流」の発行・送付  

地域活動の紹介 

幼保小中に配布 

公民館・ボランティアを

通して回覧 
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（４）放課後子ども教室 

事業名 内 容 備 考 

放課後子ども教室 

放課後や週末等に小学校の余裕教室や公的

な施設等を活用して、子供たちの安心・安全

な活動拠点（居場所）を設けた。子供たちが

地域社会の中で心豊かで健やかに育むこと

を目標に、地域住民の参画を得て様々な体験

活動や交流活動等を実施した。 
自由遊び・伝統行事体験・軽運動・絵本

紙芝居等の読み聞かせ・運動遊び（ムー

ブメント活動）・造形活動・手作りゲーム 

会場：各小学校の体育館や

多目的室、地区公民館 
実施学校 
白一小（校内交流型） 
白二小（連携型） 
越河小 
 

放課後子ども教室 

スタッフ合同研修会 

スタッフの人材育成のため研修会を行うと

ともに、悩みや課題の共有をするため情報交

換会を年 2回程度実施している。 

研修会において、感染症対策や発達障害等に

ついて共通理解を図った。 

会場：中央公民館 
 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育支援      【学校教育支援    【越河小学校     【白石第二小学校 

職場体験学習】      農業体験学習】    放課後子ども教室】  放課後子ども教室】 

 

４ 成果と課題  

（１）成果 

 家庭教育支援については、「親の学びのプログラム」出前講座や「子育て応援！親子ふれあい教室」を

開催することで、将来親になる中学生への学び支援や親同士の交流を通して子育ての不安や悩みを解消

するなど、親の学びにつなげることができた。 

 地域活動支援については、小学 5・6年生を対象に「わんぱく教室」を開催するなど、様々な体験学習

を通じて個々の創造性や協調性、自主性を育み、世代間の交流を深めることができた。 

 学校教育支援については、学校支援ボランティアや連携担当者等を対象に研修会を開催し、地域の課

題や推進の方針等について共通の理解を図ることができた。 

 放課後子ども教室については、地域住民の参画を得ながら様々な体験活動や交流活動を実施し、子供

たちの安心・安全な活動拠点を設けることができた。また、地域住民の参画により、地域の活性化や生

きがいづくりにつなげることができた。 

 

（２）課題 

ボランティアの高齢化による後継者不足など課題はあるが、引き続き学校や支援者相互の理解の下、

地域学校協働活動を推進していきたい。 

また、地域資源をより一層生かした文化の発展や伝承に努めるため、地域学校協働活動の啓発活動と

ともに、支援者と学校との信頼関係の醸成を図るなど、地域学校協働本部や各種団体と連携・協力した

支援体制の充実を図っていきたい。 



 

 

○市町名 白石市 

○学校名 白石市立白川小学校 

○期 日 令和７年１２月９日（火） 

○内 容 総合的な学習の時間（３・４年） 

     「大豆博士になろう」 

     「大豆を育てて豆腐を作ろう」 

     ・大豆の栽培・収穫・加工等の体験活 

動を通して、地域やボランティア団 

体の方々と主体的・協働的に関わり、 

社会性や協調性を育む。 

     ・体験活動から問いを見いだし、その 

解決に向けて見通しを持って調べ、

集めた情報を整理、分析し、根拠を

明らかにして「大豆新聞」にまとめ

る。 

○講 師 

白川公民館白川振興会議  佐藤 昭子 氏 

 白川地区民生委員児童委員 相原 晴美 氏 

 白川地区主任児童委員  佐藤 みつ惠 氏 

○児童の声 

・ぼくは、この体験を通して「打ち豆」というも 

のを初めて知りました。今まで見たことも聞い 

たこともありませんでした。丸い大豆を水につ 

けておくとラグビーボールみたいになるのが 

 

 

不思議でした。大豆をたたくときは真上からた 

たくのがポイントでした。１回できれいに平ら 

になると気持ちよかったです。早く食べてみた 

いです。 

・日本海側の寒い地方の保存食だということを知 

りました。宮城県の隣の福島県でも食べられて 

いるということを知って驚きました。宮城県で 

も仙南の一部で食べられていたそうです。今度、

おじいさんとおばあさんに聞いてみようと思 

います。雪の多い地方の人々の知恵がつまった

食べ物だと教えてもらい、感心しました。 

・水につけて柔らかくなった大豆をたたくのが楽

しかったです。ちょっとずれてたたくと、平ら 

にならずにどこかに飛んでいってしまいます。

それに、一つ一つ皮を取るのが大変でした。つ

ぶれた大豆はコーンフレークのようでした。こ

のように薄くすることで料理の時間が短くな

るということを教えてもらって、「昔の人はす

ごいな。」と思いました。 

・昔は囲炉裏の周りで石の上に大豆を置いてたた

いていたそうです。昔の様子が想像できました。

テレビやインターネットがなかったので、家族

で楽しく話をしながら、たたいていたと思いま

す。それに囲炉裏の周りなら「打ち豆」を乾燥

させるのも楽だったと思います。 

白石市 白石市立白川小学校(総合的な学習の時間)「打ち豆づくり」 



・早く家に持ち帰って食べてみたいです。「みそ汁」

にするとおいしいと言っていたけど、ぼくは炊

き込みご飯が好きなので、ひじきと一緒に炊き

込みご飯にしてもらいます。きっとおいしくな

ると思います。自分で作るなら、炒飯に入れて

みたいです。 

○講師から 

数年前、学校から「大豆を使った地域の郷土食

はありませんか」という問い合わせがあり、調べ

てたどり着いたものが「打ち豆」でした。かつて

は仙南の一部でも作られていたことが分かった

ので、学校にお勧めしました。雪深い地方の保存

食ということで豪雪地帯に認定されている白石

（最近は降らなくなりましたが・・）でも昔は食

べられていたかもしれません。正直、私自身は「打

ち豆」のことは全く知りませんでしたが、インタ

ーネットで作り方を調べて、何度か試作しました。 

白川小の子供たちと一緒に「打ち豆作り」をする

ことができ、とても楽しかったです。 

次の「豆腐作り」も楽しみです。 

○教職員の声 

白川小学校では、毎年学校農園で枝豆を育てて

います。今年は、６月に全校児童で「秘伝豆」と

「湯上り娘」の２種類の豆を植えました。途中、

雑草取りをしながら、生育を見守っていましたが、

今年の夏の暑さのせいか、成長が今一つで、例年

通りの収穫ができませんでした。そんな中、３・

４年生が「打ち豆」を作りました。ゆでた大豆を

つぶして乾燥させるという「打ち豆」は昔からの

保存食で、主に北陸地方で食されているそうです。

地域の方にもお手伝いいただき、懸命に豆をたた

き、ザルいっぱいの「打ち豆」が出来上がりまし

た。出来上がった「打ち豆」を家庭に持ち帰り、

豆料理を作ってもらう予定です。どんな料理に変

身するか楽しみです。 

         (３・４年担任 髙橋 広美) 

 

○教育事務所から 

保護者や地域、関係機関と連携しながら、ふる

さと「白石」のよさを実感できる教育活動を実施

している白川小学校。体験活動による交流をとお

して、子供たちや地域が輝き、ともに新しい価値

を創造しようとする姿は、学校教育目標でもある

「生き生き輝け白川っ子」につながっていくと感

じました。 
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